
　

環
境
ホ
ル
モ
ン
（
外
因
性
内
分
泌
撹
乱
化
学
物
質
）
が

広
く
知
ら
れ
、
た
び
た
び
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

二
十
世
紀
末
の
こ
こ
数
年
で
あ
る
。
従
来
公
害
等
の
汚
染

物
質
は
、
質
量
又
は
体
積
の
百
万
分
率
（
ｐ
ｐ
ｍ
）
で
語

ら
れ
た
が
、
環
境
ホ
ル
モ
ン
は
、
さ
ら
に
低
濃
度
の
十
億

分
率
（
ｐ
ｐ
ｂ
）
単
位
の
極
め
て
微
量
で
も
影
響
が
あ
る

と
知
り
驚
か
さ
れ
た
。

　

し
か
も
、
そ
の
環
境
ホ
ル
モ
ン
の
作
用
の
発
現
に
は
、

極
め
て
長
期
間
を
要
し
、
そ
の
物
質
の
作
用
の
判
定
や
明

確
化
に
は
非
常
な
困
難
を
と
も
な
う
こ
と
な
ど
に
、
重
ね

て
驚
く
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
今
も
多
様
な
化
学
物
質

が
新
た
に
合
成
さ
れ
る
な
ど
、
次
々
と
明
ら
か
に
さ
れ
る

事
実
に
戦
慄
さ
え
覚
え
る
。

　

加
え
て
、
人
間
の
活

動
に
よ
り
環
境
ホ
ル
モ

ン
が
、
既
に
動
植
物
に

実
害
を
与
え
る
程
度
に

自
然
界
に
拡
散
し
、
食
物
連
鎖
に
よ
り
そ
の
上
位
の
動
物

の
体
内
で
は
何
万
倍
に
も
濃
縮
し
て
い
る
と
い
う
。

　

か
つ
て
レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
の
『
沈
黙
の
春
』
で

の
警
告
に
は
大
い
に
不
安
を
感
じ
た
が
、
実
感
は
薄
か
っ

た
と
思
う
。し
か
し
、今
日
シ
ー
ア
・
コ
ル
ボ
ー
ン
ら
の『
奪

わ
れ
し
未
来
』
や
デ
ボ
ラ
・
キ
ャ
ド
バ
リ
ー
の
『
メ
ス
化

す
る
自
然
』
を
読
む
と
き
、
嫌
で
も
現
在
の
豊
か
な
生
活

の
享
受
の
裏
面
に
あ
る
大
き
な
矛
盾
を
感
じ
る
。

　

環
境
ホ
ル
モ
ン
の
よ
う
に
、
現
在
の
直
面
し
て
い
る
地

球
環
境
問
題
は
、
わ
れ
わ
れ
が
知
ら
な
い
間
に
、
被
害
者

で
あ
る
と
同
時
に
加
害
者
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。

ま
た
、
環
境
ホ
ル
モ
ン
の
作
用
が
、
そ
の
影
響
の
発
現
ま

で
に
は
長
期
間
を
要
す
る
よ
う
に
、
気
づ
い
た
と
き
は
最

悪
の
状
況
に
陥
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
無

添
加
食
品
や
有
機
農
産
物
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
る
回
避

手
法
、
す
な
わ
ち
個
々
人
の
選
択
や
回
避
の
従
来
の
手
法

が
全
く
無
力
で
あ
る
こ
と
に
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

　

考
え
る
と
こ
れ
ら
は
、
わ
れ
わ
れ
の
エ
ゴ
や
不
注
意
や

行
動
し
な
い
こ
と
に
内
在
し
て
、
事
態
を
よ
り
深
刻
化
し

て
い
る
。
環
境
問
題
に
つ
い
て
の
意
識
啓
発
や
単
に
理
解

と
協
力
を
求
め
る
時
期
は
、
も
は
や
過
ぎ
た
と
い
え
る
。

今
後
わ
れ
わ
れ
は
、
生
産
と
消
費
の
全
過
程
を
、
地
球
環

境
の
視
点
か
ら
見
直
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

貴
重
な
天
然
資
源
の
消
費
に
は
制
約
や
負
担
を
強
い
、

他
方
資
源
の
再
利
用
を
優
遇
す
る
。
ま
た
、
無
害
な
太
陽

光
や
風
力
な
ど
の
利
用
と
環
境
汚
染
の
回
避
を
誘
導
し
、

厳
し
く
強
制
す
る
な
ど

で
あ
る
。
ま
た
、
製
造

者
や
利
用
者
を
し
て
、

製
造
の
当
初
か
ら
再
利

用
や
汚
染
と
無
縁
な
方
法
を
考
え
行
動
す
る
こ
と
を
動
機

づ
け
る
シ
ス
テ
ム
を
、
社
会
経
済
の
中
に
組
み
込
む
こ
と

で
あ
ろ
う
。

　

規
制
強
化
は
、
適
切
な
技
術
が
な
い
と
か
、
社
会
経
済

の
沈
滞
を
招
く
と
批
判
さ
れ
が
ち
だ
。し
か
し
、『
フ
ァ
ク

タ
ー
４
―
―
豊
か
さ
を
二
倍
に
、
資
源
消
費
を
半
分
に
』

（
エ
ル
ン
ス
ト
・
�
・
フ
ォ
ン
・
ワ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー
、
他
）

に
は
、
既
実
行
の
も
の
や
直
ち
に
導
入
可
能
な
優
れ
た
方

法
な
ど
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
他
に
も
優
良
な
方
法
が
あ

ろ
う
し
、
方
法
が
な
い
の
で
は
な
い
。
今
や
環
境
問
題
に

取
組
む
姿
勢
と
決
意
こ
そ
が
迫
ら
れ
て
い
る
。

（
理
事
研
究
員　

道
明　

雅
美
）
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